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ある (pay to stay 仮説)。両仮説が働く場合、ヘルパーは繁殖個体との血縁度に関係なく、手助け行動を






回進化したこと、pay to stay と血縁淘汰が共に働くことを初めて示した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
ヘルパーが子育てに関与する協同繁殖は, 脊椎動物の複雑な社会進化を考える上で注目されている。し
かし, 多くの研究はほ乳類や鳥類を対象にしており, 魚類での協同繁殖の研究はタンガニイカ湖産カワス















 以上のように, 魚類での協同繁殖の実態を解明した本研究は, 脊椎動物の社会進化や協同繁殖の研究を
はじめ, 進化生物学の発展に大きく貢献するものである。したがって、博士（理学）の学位を授与するに
値するものと審査した。 
